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□　a.期待以上

■ b.期待どおり

□ c.やや下回る

□　d.期待以下

　最終予算額　 （Ａ) 国庫・県単

　決　算　額 （Ｂ) 実施方法

Ｂ(H21はＡ）のうち一般財源

 従事する職員数

 概算人件費　  （Ｃ）

　概算事業費　（Ｂ(H21はA)＋Ｃ）

　□　余地なし ■　当面余地なし □　余地あり

　□　余地なし □　当面余地なし ■　余地あり

　□　余地なし □　当面余地なし ■　余地あり

事業内容
・県民スポーツフェスティバル『地域版』の開催及び県民スポーツフェスティバル県大会の企画・運営をする。
・パンフレット・ポスターの作成や配布等の広報活動を行う。
・総合型地域スポーツクラブや競技団体等との連絡・調整を図る。

実施期間 Ｓ４８ 根拠法令等 スポーツ振興法

【課題の特定（事業の実施により解決しようとする課題は何か）】

・より多くの県民が、スポーツ・レクリエーションに気軽に参加したり、継続して取り組むことができるよう、スポーツ・レクリエーショ
ン活動の場を広く提供する必要がある。
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事業の
目　的

・スポーツ・レクリエーション活動の場を広く提供することにより、県民の交流を深めるとともに、健康で明るく活力のあるスポーツ
ライフの実現に寄与する。

【現状（事業の目的との間にどのようなギャップがあるか）】

・国のスポーツ振興基本計画では、成人の週１回以上のスポーツ実施率を５０％にすることを目標にしている。
・県も同様に実施率を５０％にすることを目標としているが、依然低い現状にある。

【原因分析（ギャップが発生している原因は何か）】

・気軽に参加できる大会やスポーツクラブが、県内では身近に十分に備わっているとはいえない。
・スポーツ経験のない人でも参加できる種目が、県内に普及していない。

事業の
必要性
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20年度 21年度（当初） 20年度の概要

千円 11,619 5,000 4,500 県単

19年度

  □　増加 ■　横ばい □　減少
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左記以外の20年度の実績

県民スポーツフェスティバル県大会参
加人数

3,443 3,522 ― ・県民スポーツフェスティバル県大会に平成19
年度から取り入れた「レクリェーション体験コー
ナー」の参加者は、600人から638人に増加し
た。

7,484 ―

―

20年度

11,111 11,006

21年度（予定）19年度

7,668

内線

E-mail
県民スポーツフェスティバル事業

中期総合計画主要施策番号 担
当
課

４４６７

sports-ka@pref.nagano.jp
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事業の目指す成果 達成度（期待どおり）の判定基準（H20) 達成状況 評価

　地域や種目を超えた参加者の相互交
流を図るとともに、スポーツ・レクリエー
ション活動の普及を推進することによ
り、生涯スポーツ社会の実現をめざす。

　県民スポーツフェスティバル県大会と
『地域版』を合わせて、前年度並の参加
者を得る。

　県民スポーツフェスティバル県大会は
昨年度を79人上回る参加があった。『地
域版』は昨年度を184人下回ったものの、
全体としては昨年度並みの参加であっ
た。

平成21年度事務事業評価シート （20年度実施事業分）
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県民スポーツフェスティバル『地域版』
参加人数
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千円
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区　分 判　定　・　説　明

事業のニーズの変化

県の関与を見直す余地

有効性を高める余地

効率性を高める余地

課題の総括
・一過性のイベントに終わらない工夫や、事業の運営体制や参加資格を見直すことが必要である。
・総合型地域スポーツクラブによる運営や協賛企業を増やすなど、より地域に根ざした事業にしていくことが望まれ
る。

・『地域版』の参加者は、過去３年平均で7,200人余りと
なっており、事業のニーズは継続しているものと考えられ
る。
・県民一人ひとりがスポーツのある豊かな暮らしを営むこと
ができるよう、生涯スポーツ社会の実現を図ることは県の
責務と考えられる。
・市町村、総合型地域スポーツクラブのメンバーによる運
営など、今後はさらに地域に根ざした事業とすることが望
まれる。


